
◎
論

説

洋
の
キ
リ
ス
ト
教

ベ
ト
ナ
ム
官
教

に
み
る

パ
リ
外
国
官
教
会
宣
教
師

の
心
性
に

つ
い
て

は
じ
め
に

フ
ラ

ン
ス
革
命
と
日
本
宣
教

の
「記
憶
」
を
め
ぐ

っ
て

・
・
…

は
じ
め

に
、
今
日
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
事
情
を
概

ハ
　
　

観
し
て
お
き
た

い
。
日
本

で
は
学
界
ま
た
は
宗
教
界
の

一
部
を
除

き
、
ベ
ト
ナ
ム
の
キ
リ
ス
ト
教
に
関
し
て
あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ
て
い

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
政
治
権
力
と
キ
リ
ス

ト
教
会
が

い
か
な
る
関
係
を
切
り
結
ん
で
き
た
の
か
。
現
在
か
ら
過

去

へ
と
時
代
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
略
述
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
ま
か
な

見
取
り
図

を
提
示
し
た

い
。

つ
ぎ
に
、
こ
う
し
た
全
般
的
な
理
解

を

牧

野

一兀

紀

下
敷
き
と
し
た
う
え
で
、
本
稿

の
執
筆
目
的
を
述

べ
、
分
析
方
法
を

明
示
す
る
。
最
後
に
、
本
稿
に
関
連
す
る
主

な
先
行
研
究
を
紹
介

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
、
本
論
に
向
け
て
の
導
入
と

し
た

い
。

ω

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
現
在

二
〇
〇
七
年

一
月
二
五
日
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
の
グ

エ

ン
・
タ
ン

・
ズ

ン
首
相
は
同
国
の
首
相
と
し

て
初
め
て
バ
チ
カ

ン
を

訪
問
し
、

ロ
ー
マ
教
皇

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

一
六

世
と
会
談
し
た
。
両
国

間
に
正
式
な
外
交
関
係
は
な
い
が
、
会
談
後

、
バ
チ
カ
ン
の
当
局
者
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は

「国
交
樹
立
に
向
け
た
新
し
く
、
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
だ
」
と
、
ズ

ン
首
相

の
訪
問
を
評
価

し
、

「
ベ
ト
ナ
ム
国
内

で
宗
教

の
自
由
拡
大

に
向
け
た
具
体
的
な
進
展
が
あ

っ
た
」
と
称
賛
し
た
。
国
交
正
常
化

へ
向
け
、
両
国
は
今
後
本
格
的
な
交
渉
に
入
る
も

の
と
み
ら
れ
る
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
「ド
イ
モ
イ
」

(刷
新
)
と
よ
ば
れ
る

一
連
の
改
革

・
開
放
政
策
を
推
進
し
、
多
方
面
外
交
を
展
開
す
る
ベ

ト
ナ
ム
政
府

に
と

っ
て
、
欧
米
諸
国
に
な
お
隠
然
た
る
社
会
的
影
響

力
を
も

つ
バ
チ
カ

ン
と

の
国
交
正
常
化
は
国
際
的
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

に
つ
な
が
る
。
二
〇
〇
六
年
、

ハ
ノ
イ
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
太
平

洋
経
済
協
力

(
A
P
E
C
)
に
あ
わ
せ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
は
米
国

の
指

定
す
る

「宗
教
弾
圧

の
懸
念

の
あ
る
国
」

の
リ
ス
ト
か
ら
削
除
さ

れ
、
悲
願

の
世
界
貿
易
機
関

(W
T
O
)
加
盟
を
果
た
し
た
ば
か
り

で
あ
る
。
国
際
信
用
力

を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
政
府
は

バ
チ
カ
ン
と
の
関
係
正
常
化

に
前
向
き
で
あ
る
。

一
方
、

バ
チ
カ
ン
に
と

っ
て
も
ベ
ト
ナ
ム
の
教
会
組
織
を
傘
下
に

お
く
メ
リ

ッ
ト
は
大
き

い
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
国
内
人
口
約
八
千
万
人

ム
　
　

の
う
ち
キ

リ
ス
ト
教
徒

は
お
よ
そ

一
割
弱
を
占
め
る
。
東
南

ア
ジ
ア

で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
つ
ぐ
信
者
数
で
あ
る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府

と
の
外
交

交
渉
に
成
功
す
れ
ば
、
同
じ
く
共
産
党
政
権
下

に
あ
る
ベ

ト
ナ
ム
の
隣
国
、
中
華
人
民
共
和
国
と
の
関
係
改
善
に
も
期
待
が
も

て
る
。
中

国
に
は
政
府
公
認

の
天
主
教
愛
国
会
と
非
公
認

の
地
下
教

会
に
属
す

る
カ
ト
リ

ッ
ク
信
者
が
あ
わ
せ
て

一
千
万
人
を
超
え
る
と

い
わ
れ
、

ア
ジ
ア
で
の
教
勢
拡
大
を
目
指
す
バ
チ
カ
ン
に
は

「潜
在

的
大
市
場
」
で
あ
る
。

双
方
の
思
惑
が

一
致
し
、
ズ

ン
首
相
と
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

一
六
世
に

よ
る
ト

ッ
プ
会
談
が
実
現
し
た
。
両
者
は
交
渉

の
前
提
と
し
て

「相

互
尊
重
」
と

「内
部
事
情

へ
の
不
介
入
」
と

い
う
原
則
を
互

い
に
確

認
し
た
が
、
バ
チ
カ
ン
に
よ
る
司
教
任
命
の
是
非
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府

が
か

つ
て
接
収
し
た
教
会
所
有
地

の
帰
属
、
教
会

の
社
会
的
役
割

に

つ
い
て
の
歴
史
認
識
の
相
違
な
ど
が
当
面
の
課
題
と
し
て
議
論

の
姐

上

に
乗

る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

従
来
、
ベ
ト
ナ
ム
の
共
産
党
政
権
は
宗
教
活
動
が
自
己
の
権
力
基

盤
や
体
制
の
安
定
化
を
脅
か
し
か
ね
な
い
と

の
観
点
か
ら
、
キ
リ
ス

ト
教
や
仏
教
な
ど
の
宗
教
団
体

の
活
動
を
事
実
上
制
限
し
、
信
教

の

自
由
を
求
め
る
米
国
な
ど
か
ら
批
判
を
浴
び

て
き
た
。
と
く
に
、

ロ
ー
マ
教
皇
の
任
命
す
る
司
教
な
ど
の
高
位

聖
職
者
に
つ
い
て
、
政

権
は
教
会

に
対
し
て
被
任
命
者

の
事
前
通
告

を
求
め
て
お
り
、
バ
チ

カ
ン
と
の
間
に
長
ら
く
摩
擦
が
続

い
て
い
る
。
体
制
に
批
判
的
な
人

物
が
任
命
さ
れ
、
国
外
勢
力
か
ら
の
干
渉
を
招
く
よ
う
な
事
態
を
危

惧
す
る
た
め
で
あ
る
。

実
際
、
ズ
ン
首
相
が
バ
チ
カ

ン
訪
問
を
終

え
た
翌
月
、
ベ
ト
ナ
ム

中
部

の
都
市

フ
エ
で
神
父
の
グ

エ
ン

・
ヴ

ァ
ン

・
リ
ー
が
警
察

に
拘

束
さ
れ
る
事
件
が
起
き
た
。
リ
ー
神
父
は
共
産
党

の

一
党
独
裁

に
対

す
る
批
判
を
繰
り
返
し
、
多
党
制
を
目
指
す
政
治
活
動
を
行

っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
三
度
投
獄
さ
れ
て
い
る
。
三
月
三
〇

日
、
「
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
に
反
対

す
る
宣
伝
を
指
揮
し
て
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い
る
」

と
の
罪
に
問
わ
れ
、
今
回
は
八
年

の
実
刑
判
決
が
下
さ
れ

た
。
政
権

と
教
会

の
関
係
正
常

化
に
向
け
て
の
交
渉
は
は
な
か
ら
多

難
な
船
出

と
な
っ
た
。

ロ

ベ
ト
ナ
ム
近
現
代
史

の
な
か
の
キ
リ
ス
ト
教

ベ
ト

ナ
ム
に
お
い
て
政
治
権
力
が
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
こ
の
よ

う
な
厳

し
い
警
戒

の
念
を
抱
く

の
に
は
歴
史
的
背
景
が
あ
る
。

周
知

の
と
お
り
、
ベ
ト
ナ

ム
は
か

つ
て
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地

で

あ

っ
た
。

一
九
世
紀
前
半
か
ら
中
葉

に
か
け
て
、
現
地
王
権

で
あ
る

院
朝
が
儒

教
原
理
に
基
づ
く

一
元
的
統
治
体
制
を
志
向
し
、
中
央
集

権
化
を
進

め
る
過
程
で
キ
リ

ス
ト
教
を
弾
圧
し
た
の
に
対
し
、
フ
ラ

ン
ス
が
そ
の
中
止
と
信
仰
の
自
由
を
求
め
て
軍
事
介
入
を
行

っ
た
こ

と
が
、
植

民
地
化

の
そ
も
そ
も
の
発
端

で
あ
る
。

当
時

、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ナ
ポ

レ
オ
ン
三
世
政
府

が
、
海
外
で
は
ク

リ
ミ
ア
戦
争
や
第
二
次
ア

ヘ
ン
戦
争

(
ア
ロ
ー
号
事
件
)
に
代
表
さ

れ
る
拡

張
政
策
を
積
極
的
に
進

め
、
国
内
で
は
教
会
聖
職
者
や
農
民

を
中
心
と
す
る
保
守
層
を
主
な
支
持
基
盤
と
し
て
い
た
。

一
八
五
八
年
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
ベ
ト
ナ
ム
宣
教
を
主
導
す
る
自

国

の
宣

教
団
体
、
「
パ
リ
外

国
宣
教

会
」

(S
ociete
d
es
M
issio
n
s

E
tran
g
e
res
de
P
aris,
略
称
M
E
P
)

の
宣
教
師
た
ち
の
介
入
要
請

に
応
じ
、
ベ
ト
ナ
ム
で
同
じ
く
宣
教
活
動
を
行

っ
て
い
た
ド
ミ

ニ
コ

修
道
会

を
支
援
す
る
ス
ペ
イ
ン
政
府
と
連
合
し
、
院
朝
の
首
都

フ
エ

に
程
近

い
中
部
最
大
の
港
、
ダ
ナ

ン
を
攻
撃
し
た
。

フ
ラ
ン
ス

・
ス
ペ
イ
ン
連
合
軍
は
さ
ら
に
南
部
の
メ
コ
ン
デ
ル
タ

一
帯

(
コ
ー
チ
シ
ナ
)
を
攻
略
し
、

一
八
六

二
年
に
両
国
と
院
朝
と

の
間
で
第

一
次
サ
イ
ゴ
ン
条
約
が
結
ば
れ
た
。

こ
の
結
果
、
ベ
ト
ナ

ム
全
土
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
布
教
活
動
の
自
由
が
公
認
さ

れ
、

コ
ー
チ
シ
ナ
東
部
三
省
と
コ
ン
ダ
オ
島

が
フ
ラ
ン
ス
に
割
譲
さ

れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
そ
の
後
も
攻
撃
の
手
を
緩

め
ず
、
六
七
年
に
は

西
部
三
省
も
併
合
し
、
七
四
年

の
第
二
次
サ
イ
ゴ

ン
条
約
締
結
に
よ

り
、

コ
ー
チ
シ
ナ
全
域
が
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
八
三
～

八
四
年
の
二
次
に
わ

た
る
フ
エ
条
約
締
結

の
結
果
、
北
部

(
ト

ン
キ
ン
)
と
中
部

(ア

ン
ナ

ン
)
も

フ
ラ

ン

ス
の
保
護
下

に
組
み

込
ま
れ
、
外
交

・
関

税

の
自
主
権
が
奪
わ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、

ベ
ト
ナ
ム
は
完
全
に

独
立
を
失

っ
た
。
院

朝

は
清
朝

に
軍
事
支

援
を
要
請
し
、
黒
旗

軍
を
主
力
と
す
る
清
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軍
と
フ
ラ
ン
ス
軍
と
の
間

で
二
年
に
わ
た
る
戦
闘
が
続

い
た
が
(清

仏
戦
争
)
、
八
五
年
六
月
、
天
津
講
和
条
約
が
結
ば
れ
、
清
朝

は
院

朝
に
対

す
る
宗
主
権
を
放
棄
し
た
。
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ト
ナ
ム

支
配
は
国
際
政
治

の
場

で
も
確
立
し
、
八
七
年
、
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン

ド

シ
ナ
連
邦
が
成
立
し
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、

一
八
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
、
文

紳
と
よ
ば

れ
る
在
郷
の
儒
家
た
ち
を
主
な
担
い
手
と
す
る
救
国

・
勤

王
運
動

が
反
フ
ラ
ン
ス

・
反
キ
リ
ス
ト
教
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
北
中
部

で
急
速
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
が
、
九
〇
年
代
に
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
鎮
圧
さ
れ
、

フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
全
土
の
植
民
地
化
は

ほ
ぼ
完
了
し
た
。

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
、
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
は
植
民
地

権
力
の
後
ろ
盾
を
え
て
、
宣
教
活
動
を
安
定
的
に
展
開
し
、
全
国
各

ハ
う
　

地
に
教
会
や
神
学
校
な
ど
の
宗
教
施
設
を
設
立
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
最

大
の
教
会
建
築
と
し
て
著
名
な

ニ
ン
ビ
ン
の
フ
ァ
ッ
ト
ジ
ェ
ム
教
会

を
は
じ
め
、

ハ
ノ
イ
市
や
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
な
ど
の
都
市
部

で
今
日
み

ら
れ
る
規
模
の
大
き
な
教
会
も
こ
の
時
期
に
建
設
さ
れ
た
も
の
が
ほ

と
ん
ど

で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
人

の
信
者
や
聖
職
者
の
数
も
次
第

に
増

加
し
、

一
九
三
三
年

に
は
グ

エ
ン

・
バ
ー

・
ト
ン
神
父
が
現
地
人
と

し
て
初
め
て
司
教
に
任
命
さ
れ
た
。

一
九
四
〇
年
代
、
イ

ン
ド

シ
ナ
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
に
突
如
変
化

が
訪
れ
る
。
第

二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ッ
に
占
領

さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
親
独

の
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
が
誕
生
し
た
。

こ
れ

を
機
に
日
本
軍
は

資
源
調
達
を
主
目

的
と
し
て
イ
ン
ド

シ
ナ
に
二
次
に
わ

た
り
進
駐
す
る
。

ま
た
、
タ
イ
も
旧

領

の
回
復
を
求
め

て
ラ
オ
ス

・
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
国
境
地

帯
に
進
出
し
た
。

四
五
年
三
月
か
ら

四
月
に
か
け
て
行

わ
れ
た
日
本
軍
に

よ
る

一
連
の
ク
ー

デ

タ

(
明

号

作

戦

・
仏
印
処
理
)

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、

同
年
八
月
、

会教ムHジLツアブ

に
よ
り
、
ベ
ト
ナ
ム

・
ラ
オ
ス

・
カ

ン
ボ
ジ
ア
が

フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦

は
瓦
解
し
た
。

日
本
が
降
伏
す
る
と
す
ぐ
に
、
イ

ン
ド
シ
ナ
共
産
党
を

率

い
る
ホ
ー

・
チ

・
ミ
ン
が
全
国
に
総
蜂
起
を
呼
び
か
け
、

ベ
ト
ナ

ム
民
主
共
和
国
の
樹
立
を
宣
言
し
た

(八
月
革
命
)。

し
か
し
、
独
立
を
認
め
な
い
フ
ラ
ン
ス
は
南
部
を
再
び
占
領
し
、

四
六
年
六
月
、
コ
ー
チ
シ
ナ
共
和
国
を
建

て
、
本
国
か
ら
軍
を
増
派

し
た
。

一
一
月
、
北
部

の
民
主
共
和
国
政
府

も
抗
戦
に
突
入
し
、
第
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一
次
イ

ン
ド
シ
ナ
戦
争
が
始
ま

っ
た
。
四
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
は
院
朝

最
後
の
皇

帝
で
あ

っ
た
バ
オ
ダ

イ
を
国
家
主
席
と
す
る
ベ
ト
ナ
ム
国

を
発
足
さ
せ
、

フ
ラ
ン
ス
連
合
内

の
独
立
国
と
し
た
が
、
ゲ
リ
ラ
戦

を
展
開
す

る
民
主
共
和
国
軍
に
敗
退
を
重
ね
、
五
四
年
の
デ
ィ
エ
ン

ビ

エ
ン
フ
ー
要
塞
陥
落
に
よ
り
そ
の
敗
北
は
決
定
的
と
な

っ
た
。
同

年
、
ジ

ュ
ネ
ー
ヴ
休
戦
協
定

の
成
立
に
よ
り
、

フ
ラ
ン
ス
の
八
〇
年

に
お
よ
ぶ
イ

ン
ド
シ
ナ
支
配
は
こ
こ
に
終
焉
を
迎
え
た
。

休
戦
協

定

の
結
果
、

ベ
ト
ナ
ム
国
家

は
北
緯

一
七
度
線
を
境
に
南

北
に
分
断

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
共
産
党
に
よ
る
急
速
な
社
会
主
義
化

(土
地
改
革
や
農
業
の
集
団
化
な
ど
)
が
実
施
さ
れ
た
北
部
で
は
キ

リ
ス
ト
教
徒

の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
約
五
六
万
人
が
南
部

の

ベ
ト
ナ

ム
共
和
国

(南

ベ
ト
ナ
ム
)
領
内
に
大
量
移
住
す
る
事
態
が

ムれ
　

発
生
し
た
。
当
時
、
米
国
が
支
援
し
た
南

ベ
ト
ナ
ム
政
府

は
ゴ

・

デ
ィ
ン

・
ジ

ェ
ム
大
統
領
を
は
じ
め
、
政
権
中
枢

に
キ
リ
ス
ト
教
徒

を
多
く
抱

え
て
い
た
。

し
か

し
、
ジ

ェ
ム
政
権
は
国
内

の
共
産
主
義
勢
力
の
み
な
ら
ず
、

　ら
　

仏
教
な

ど
他

の
宗
教

に
対
し
て
も
抑
圧
的
で
あ
り
、
そ
の
独
裁
体
制

と
政
治
腐

敗
は
や
が
て
農
民
や
都
市
知
識
人

の
反
発
を
買
う
こ
と
と

な

っ
た
。

六
〇
年

一
二
月
、
政
権
打
倒

・
農
地
改
革
な
ど
を
綱
領
と

す
る
南

ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
が
成
立
、
共
和
国
政
府
と
そ
れ
を

支
援
す

る
米
軍
に
対
す
る
戦
闘
が
始
ま

っ
た
。

こ
の
第
二
次
イ

ン
ド
シ
ナ
戦
争

(
い
わ
ゆ
る
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
)

は
、
七

五
年
、
北

ベ
ト
ナ
ム
と
ソ
連
や
中
国
な
ど
社
会
主
義
諸
国
の

援
助
を
得
た
解
放
戦
線
軍
が
サ
イ
ゴ

ン
を
陥
落
し
た
こ
と
に
よ
り
終

結
し
た
。
南
北

の
ベ
ト
ナ
ム
は
よ
う
や
く

一
つ
と
な
り
、
七
六
年
七

月

二
日
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
が
正
式

に
発
足
し
た
。
統

一

後
、
全
国
の
聖
職
者
は
ほ
ぼ
全
員
が
ベ
ト
ナ
ム
人
で
占
め
ら
れ
、
民

族
主
義
的
価
値
観
に
基
づ
く
教
会
の
現
地
化

が
進
行
し
た
が
、
共
産

党
政
権

は
キ
リ
ス
ト
教
徒
を

「外
国
敵
対
勢
力

の
手
先
」
と
み
な
し

ムお
　

続
け
、
警
戒
を
緩
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

八
〇
年
代
後
半
以
降
、
ド
イ
モ
イ
政
策

の
展
開
を
う
け
て
宗
教

の

自
由
化
も
徐
々
に
進
ん
で
い
る
が
、
政
権

の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る

基
本
姿
勢
に
実
質
的
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

な
か
で
も
象
徴
的
な
出

来
事
が
八
八
年
の
列
聖
問
題
で
あ
る
。

一
七

四
五
年
か
ら

一
八
六
二

年

に
か
け
て
ベ
ト
ナ
ム
で
殉
教
し
た

=

七
人
を

一
斉
に
列
聖
し
た

バ
チ
カ
ン
に
対
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内

で
は
政
治
家
や
歴
史
研
究
者

が
激
し
い
反
発
を
示
し
、
政
府
が
つ
い
に
遺
憾

の
意
を
表
明
す
る
事

ハフ
　

態
に
至

っ
た
。
聖
人
の
な
か
に
植
民
地
主
義

と
結
託
し
た
人
物
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
教
会
で
は
な
く
外
部

の
者
が
列
聖

の
選
定
に
主
導
権
を
握

っ
た
こ
と
、
列
聖
式

が

一
部
の
間

で
反
共
宣

伝
に
用

い
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
た
。

以
上
、
か
け
足
気
味
と
な
っ
た
が
、

一
九

世
紀
後
半

の
植
民
地
期

か
ら
現
在
ま
で
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
政
権

と
キ
リ
ス
ト
教
と

の
関

係
を
素
描
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
近
現
代

は
ま
さ
に
激
動

の
時
代

で

あ

っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
キ
リ
ス
ト
教
が
政

治
的

・
社
会
的
に
つ
ね

に
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
り
続
け
た
こ
と
が
お
お
よ
そ
ご
理
解
頂

ベ トナム宣教 にみ るパ リ外国宣教 会宣 教師の心性 につ いてIOI



け

た

ら

幸

い
で

あ

る
。

日

な
ぜ
ベ
ト
ナ
ム
な
の
か
?
i

本
稿
の
目
的
と
方
法
1

筆
者

は
こ
れ
ま
で
、

ベ
ト
ナ
ム
の
現
地
政
権
と
キ
リ
ス
ト
教
勢
力

の
対
立

が
最
も
先
鋭
化
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
植
民
地
化
と

い
う
ベ

ト
ナ
ム
近
代
の
運
命
を

い
わ
ば
決
定
づ
け
た
院
朝
の
キ
リ
ス
ト
教
弾

圧
に
関

し
て
、
現
地
の
キ
リ
ス
ト
教
勢
力

の
実
体
が
い
か
な
る
も

の

で
あ

っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
政
治
的

・
社
会
的
活
動
を
行

っ
て
い

ム　
　

た
の
か
を
、
主
に
文
献
史
料
に
拠

っ
て
解
明
し
て
き
た
。

こ
の
時
期
、
ベ
ト
ナ
ム
で
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
を
主
導
し
た
の
は
さ

き
ほ
ど
名
前
を
掲
げ

た

「
パ
リ
外
国
宣
教
会

」
(
M
E
P
)
で
あ

る
。
同
会
は

一
六
六
三
年

に
ル
イ

一
四
世
の
勅
許
に
よ
り
パ
リ
で
創

立
さ
れ

て
以
来
、
極
東
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス

・
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
の

主
要
な
担

い
手
で
あ

っ
た
。
な
か
ん
ず
く
、

ベ
ト
ナ
ム
で
の
宣
教
事

ム
　
　

業
は
周
囲

の
他
の
ア
ジ

ア
諸
国
に
比
べ
て
相
対
的
な
成
功
を
収
め
、

そ
れ
が
今
日
ま
で
の
教
勢

の
維
持
と
拡
大
に
連
続
し
て
い
る
。

一
七
世
紀
半
ば
の
宣
教
開
始
以
来
、
政
権
か
ら
度
重
な
る
弾
圧
を

受
け
な

が
ら
も
、
M
E
P
は
ベ
ト
ナ
ム
で
宣
教
活
動
を
継
続
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ト
ナ
ム
進

出

の
過
程
と
関
わ
る
た
め
、
す
で
に
相
当
量

の
研
究
蓄
積
が
あ
る
。

こ
こ
で
そ
の

一
々
に

つ
い
て
言
及
は
し
な

い
が
、
主
流
を
占
め
る
の

は
、
現
地
で
積
極
的
な
宣
教
事
業
を
展
開
す
る
も
の
の
、
国
家
か
ら

ムリ
　

の
継
続

的
支
援
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
M
E
P
の
宗
教
的
利
益
と
、
極

東
方
面
に
お
い
て
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
の
後
塵
を
拝
し
、
現
地
で

の
拠
点
に
乏
し
か

っ
た
フ
ラ
ン
ス
政
府

の
商
業
的

・
軍
事
的
利
益
が

ハ
け
　

次
第

に
合
致
し
た
結
果
と
す
る
社
会
経
済
史

か
ら
の
分
析
で
あ
る
。

確
か
に
、

こ
う
し
た
条
件
が
外

の
枠
組
み
と
し
て
作
用
し
た
こ
と

は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
M
E
P
自
体
に
内
在
す
る
宣
教
活
動
の

動
機

の
説
明
と
し
て
は
不
十
分

で
あ
る
。
や

は
り
、
宗
教
者
と
し
て

海
外

の
任
地
に
赴
い
た
宣
教
師
た
ち
の
活
動

の
全
体
像
を
理
解
す
る

た
め
に
は
、
経
済
面
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
が
共
有

し
た
精
神

面

・
思
想
面
か
ら
の
分
析
を
試
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

な
ぜ
、
ベ
ト
ナ
ム
な
の
か
。
本
稿

で
は
M
E
P
宣
教
師

の
集
団
心

性
の
考
察
を
と
お
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
宣
教
に
M
E
P
が

「執
着
」
し

た
要
因
に
迫
り
た
い
。
分
析
に
あ
た

っ
て

一
次
資
料
と
し
て
主
に
用

い
た

の
が
、
M
E
P
の
布
教
管
轄

の
な
か
で
当
時
最
大

の
規
模
を
有

し
た

「西
ト

ン
キ

ン
代
牧
L
lJ

(V
icariat
A
p
o
sto
li
qu
e
d
u
T
o
nk
in

ム
に
　

O
c
c
id
e
n
ta
l)

6
各̀

地

に

居

住

し

た

フ

ラ

ン

ス

人

宣

教

師

た

ち

の
書

ム
ロ
　

簡
報
告

で
あ
る
。
す
べ
て
パ
リ
の
M
E
P
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お

り
、

一
九
九
〇
年
代
後
半
よ
り

一
般
に
公
開

が
進
ん
で
い
る
。

四

先
行
研
究
の
紹
介
と
問
題
点

M
E
P
宣
教
師

の
集
団
心
性
に

つ
い
て

は
管
見

の
限
り

で
あ
る

バ　
　

ム
ほ
　

が
、

こ
れ
ま

で
坪
井
善
明
と

ノ
ラ

・
ク
ッ
ク
が
学
術
的
な
言
及
を

行

っ
て
い
る
。

坪
井
は
ナ
ポ
レ
オ

ン
三
世
に
政
治
介
入
を
要
請
し
た
M
E
P
宣
教

IO2



師
が
い
ず

れ
も
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
に
生
ま
れ
た
世
代

に
属
し
、

一
九

世
紀
初
頭

か
ら
花
開

い
た
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
て
い
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。

一
八
四
〇
年
代
以
降
、
宣
教
師

の
書
簡
報
告
の

な
か
に
、
革
命
以
前

に
は
み
ら
れ
な
か

っ
た

「信
仰
と
祖
国
」
、
「市

民
」
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
子
供
た
ち
」
、
「我
々
の
同
胞
」
と
い
っ
た
表
現
が

し
ば
し
ば

現
れ
る
こ
と
に
着
目
し
、
「
一
九
世
紀

の
宣
教
師
た
ち
は
、

自
分
た
ち

は
イ

エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
の
道
具
で
あ
る
と
同
時
に
フ
ラ
ン

ハお
　

ス
市
民
で
あ
る
と
い
う
感
情
を
共
有
し
て
い
た
」
と
述

べ
て
い
る
。

一
九
世
紀
中
葉
以
降
に
ベ
ト
ナ
ム
に
到
来
し
た
M
E
P
宣
教
師
た

ち
が
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
少

な
か
ら
ず
感
化
さ
れ
て
お
り
、

「
フ
ラ

ン
ス
人
」

と
し
て
の
国
民
意
識
を
抱

い
て
海
外
宣
教
を
お
し
す
す
め

た
の
は
確

か
な
こ
と
と
筆
者
も
考
え
る
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
は
M

E
P
が

ベ
ト
ナ
ム
で
の
宣
教

に

「執
着
」
し
た
十
分
条
件
と
は
な
り

え
て
も
必
要
条
件

で
は
な
い
。

一
九
世
紀
を

つ
う
じ
て
M
E
P
は
ベ

ト
ナ
ム

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
タ
イ
や
ビ
ル
マ
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど

の
東
南

ア
ジ
ア
各
地
、
中
国
大
陸

の
諸
地
域
、
朝
鮮
半
島
、
そ
し
て

日
本
な
ど

の
極
東
全
域

で
宣
教
活
動
を
展
開
し
た
。

し
た
が

っ
て
、
M
E
P
の
ベ
ト
ナ
ム
宣
教
事
業
に
対
す
る
こ
だ
わ

り
の
本
質
的
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
革
命
以
後

の
世
代

だ
け
で
は
な
く
、
革
命
以
前

の
世
代
に
属
す
る
宣
教
師
た
ち
の
集
団

心
性
を
あ

わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
近
代
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
影
響
が
確
認
さ
れ
る
以
前
、
す
な
わ
ち

一
九
世
紀
前
半
か

ら
時
代
を
遡

っ
て
ベ
ト
ナ
ム
に
到
来
し
た
宣
教
師
た
ち
の
現
地
報
告

を

追

う

こ

と

で

、

新

旧

の
宣

教

師

た

ち

に

一
貫

す

る

ベ

ト

ナ

ム

宣

教

に

対

す

る

M

E

P

の
汎

時

代

的

な

精

神

を
読

み

取

る

こ

と

が

で
き

る

の

で

は
な

い
だ

ろ

う

か

。

ク

ッ
ク

は

一
九

世

紀

全

般

に

わ

た

っ

て
M

E

P

の
宣

教

事

業

を

支

櫃

、

た

「
信

仰

普

及

協

会

J
(A
sso
c
ia
tio
n
d
e
la
P
ro
p
a
g
a
tio
n
d
e
la

F
o
i)
6
`
定

期

刊

行

物

で

あ

る

『
信

仰

普

及

年

報

』

(鼠
§

高
ミ

壽

ミ

ム　
　

P
rop
ag
a
tio
n
d
e
la
F
o
i)
6
`
言

説

を

分

析

し
、
そ

こ

に

収

録

さ

れ

訴

謄
日
一

教

師

書

簡

の
殉

教

関

連

の
記

事

が

い
ず

れ

も

「芝

居

が

か

っ
た
表

現

」

ム
の
　

を
多
用
し
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
。
「時
空

の
断
絶
」
が
存
在
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
院
朝

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け

る
殉
教
が
古
代

ロ
ー
マ

時
代
の
殉
教
に
な
ぞ
ら
え
て
記
述
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
を
目
に
す
る

ム
ぬ
　

読
者
に
同
じ
反
応
を
導
く
意
図
が
あ

っ
た
た

め
と
し
て
い
る
。

た
し
か
に
、
M
E
P
の
宣
教
師
た
ち
は
院
朝
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教

の
弾
圧
に
伴
う
聖
職
者
や
信
者
の
殉
教
を
報
告
す
る
際
、
福
音
書
等

に
記
さ
れ
る
初
代
教
会
や
古
代

ロ
ー

マ
に
お
け
る
故
事
を
し
ば
し
ば

あ
す

修
辞
的
に
引
用
し
た
。
筆
者
も
こ
の
点
に
お

い
て
ク

ッ
ク
の
指
摘

は

妥
当
と
考
え
る
。
宣
教
師
た
ち

の
書
簡
に
は
聖
書
中
の
物
語

の
情
景

に
自
分

の
境
遇
を
あ
て
は
め
て
思
惟
を
め
ぐ
ら
し
た
形
跡
が
数
多
く

み
ら
れ
、
す
べ
て
が

「読
ま
れ
る
こ
と
」
を
前
提
に
記
さ
れ
た
様
子

が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
他
方
で
、
彼
ら
の
報
告

に
は
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
社
会

状
況
に
関
し
て
も
多
く
の
詳
細
な
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
か
に

は
、

ベ
ト
ナ
ム
の
現
地
政
権
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
と
フ
ラ
ン
ス

ベ トナム宣教にみ るパ リ外国宣教会宣教師 の心性 についてto3



宮王S朝院

革
命
政
府

の
反
教
権
主

義
を
対
峙
さ
せ
、
比
較

考
察
を
展
開
す
る
宣
教

師

も
お
り
、

「時
空

の

断
絶
」
と
し
て

一
括

で

き
な
い
客
観
的
性
格
を

お
び
た
内
容
を
含
む
も

の
も
あ
る
。

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ

の
特
徴
と
し
て
、

ベ
ト

ナ
ム
宣
教
に
派
遣
さ
れ

た
M
E
P
宣
教
師
た
ち

の
書
簡
に
は
日
本
に
関

す
る
言
及
が
意
外
な
ほ

ど

に
多

く

確
認

さ

れ

る
。
西
欧

カ
ト
リ

ッ
ク
世
界

の
な
か
で

一
六
世
紀
か
ら

一
七
世
紀
に

か
け
て
の
日
本
宣
教

の
経
験
が
、
後
の
極
東

で
の
宣
教
事
業
に
い
か

な
る
精
神
的
影
響
を
与
え
た
の
か
、
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思

わ
れ
る
。

M
E
P
に
と

っ
て
、

ベ
ト
ナ
ム
宣
教
と
日
本
宣
教
は
い
か

な
る
文
脈

で
連
関
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

以
上

の
諸
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
宣
教
を
め
ぐ
る
宣

教
師
た
ち

の
集
団
心
性

を
理
解
す
る
に
は
、
断
絶
で
は
な
く
、

マ
ク

ロ
で
連

続
的

な
視
点
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
む
し
ろ
有
効

で
あ
ろ

う
。
本
論
で
は
こ
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
論
述
を
進
め
た
い
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ベ
ト
ナ
ム
宣
教

本
章

で
は

一
八
世
紀
末
か
ら

一
九
世
紀
初

め
に
か
け
て
の
ベ
ト
ナ

ム
、
と
く
に
西
ト
ン
キ
ン
代
牧
区
内
に
居
住
し
た
M
E
P
宣
教
師
た

ち

の
フ
ラ
ン
ス
革
命

へ
の
反
応
を
検
証
す

る
。
最
初

に
掲
げ

る
の

は
、
宣
教
師

工

c̀-オ

(E
yo
t,
1
762
-
18
2
7)

が

マ
カ
オ
の
M
E
P
管

財
所
会
計
役
の
ル
ト

ン
ダ

ル

(L
eto
n
d巴
)

に
宛
て
た

一
七
九
四
年

八
月
五
日
付
の
書
簡

で
あ
る
。

本
年
貴
殿
か
ら
伝
え
ら
れ
た
知
ら
せ
に
は
な
ん
と
も
悲
し
く

痛
ま
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ル
イ

一
六
世
が
断
頭

台

の
上
で
お
亡
く
な
り
に
な

っ
た
な
ど
、
い
っ
た

い
誰
が
想
像

で
き
ま
し
ょ
う
か
。
不
敬
慶
な
行
い
が
勝
利
し
、
離
教
が
成
し

遂
げ
ら
れ
て
し
ま

っ
た

の
で
す
ね
。
そ

の
う
え
、
パ
リ
の

(外

国
宣
教
会
の
)
建
物

は
破
壊
さ
れ
、
財
産
も
没
収
さ
れ
た
と

の

こ
と
。
お
そ
ら
く
、
貴
殿
も
お
困
り
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
し

必
要

で
し
た
ら
、
我
々
が
助
け
に
参
り
ま
す
の
で
、

い
ま
置
か

れ
た
状
況
を
忌
揮
な
く
仰

っ
て
、
足
り
な

い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
ら
率
直
に
申
し
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
決
し
て
気
を
落
と
さ
ず

職
務
を
全
う
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。
逆
境

に
あ

っ
て
も
幸
運

に
置

　お
　

か
れ
て
い
る
の
と
同
じ
心
持
ち
で
い
て
く
だ
さ
い
。

ル
イ

一
六
世
が
処
刑
さ
れ
た

の
は

一
七
九

三
年

で
あ
る
こ
と
か

too



ら
、
お
お
よ
そ

一
年
以
内

に
ベ
ト
ナ
ム
に
そ
の
知
ら
せ
が
伝
わ
り
、

現
地
在
住

の
宣
教
師
た
ち
の
間

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
が
こ

こ
か
ら
読

み
取
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
立
憲
議
会
が

一
七
九
〇
年
に
聖
職
者
民
事
基
本
法

を
採
択
す

る
な
ど
、
こ
の
頃
、
教
会
権
力
に
対
す
る
国
家
統
制
が
強

ム　
　

化

さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
。
M
E
P
本
部
も
そ
の
例
外

で
は
な
く
、
不
動

産

が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
う
え
財
産

の
没
収
も
行
わ
れ
た
た
め
、
た

ち
ま
ち
財
政
困
難
と
人
員
不
足
に
陥

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
宣
教
師

の
海
外
派
遣
は
滞
り
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
宣
教
師

の
到
来
が
三
〇
年

ほ

ど
中
断
し
た
。

続

い
て
紹
介
す
る
書
簡
は
エ
イ
オ
の
同
僚
、
ゲ
ラ
ー
-'

(G
uerard
,

1
76
1-
1
°。
N
い
)
が

一
八
二
一二
年
に
M
E
P
本
部

に
宛

て
た
も
の
で
あ

る
。

わ

れ
わ
れ
の
不
幸
な
祖
国
で
起

こ
っ
た
災
禍
に
つ
い
て
概
略

を
受

け
と
り
ま
し
た
。
あ
な
た
が
た
の
哀
れ
な
友
人

(
で
あ
る

私
)

に
と

っ
て
、
と
ほ
う
も
な

い
衝
撃
で
す
。
共
和
制

で
異
端

の
フ
ラ

ン
ス
は
、
ト

ン
キ

ン
の
野
蛮
人
よ
り
も
さ
ら
に
野
蛮

で
、
古
代
の
暴
君
た
ち
よ
り
も
イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
の
民
の
血

ム
お
　

に
飢

え
て
い
る
の
で
す
。

共
和
制

下

の
反
教
権
主
義

の
風
潮

に
対
す

る
こ
の
よ
う
な
批
判

は
、
革
命

後
の
世
代
に
属
す
る
宣
教
師

に
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

ベ
ト
ナ

ム
に
到
着
し

て
ま
も
な

い
宣
教
師

マ
レ
ッ
ト

(M
arett
e
,

昌8
04
-
74
)
は

一
八
三
〇
年
に
、

「キ
リ
ス
ト
教
徒

の
政
権
体
制
下
よ

り
も
、
異
教
徒

の
政
府
の
下
に
い
る
ほ
う
が
よ
り
平
和

に
暮
ら
せ
る

ムあ
　

も
の
と
信
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
述

べ
て
い
る
。

実
際
、
玩
朝

で
は
嘉
隆
帝

の
治
世

(
一
八
〇
ニ
ー

一
八
二
〇
)
と

明
命
帝

の
治
世
前
半

(
一
八
二
〇
1

一
八
三
三
)
に
お
い
て
、
キ
リ

ス
ト
教

に
対
す
る
目
立

っ
た
弾
圧
は
行
わ
れ
ず

、
政
権

は
キ
リ
ス
ト

教

の
信
仰
に
寛
容
な
姿
勢
を
保

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、

マ
レ
ッ
ト
の

よ
う
な
新
来

の
宣
教
師
た
ち
の
目
に
は
、

「キ
リ
ス
ト
教
国
」
で
は

あ
る
が
反
教
権
的
な
フ
ラ
ン
ス
と
比

べ
て
、

「非
キ
リ
ス
ト
教
国
」

で
は
あ
る
も
の
の
布
教
活
動
に
お
い
て
自
由

を
享
受

で
き
る
ベ
ト
ナ

ム
の
宗
教
状
況
が
よ
ほ
ど
好
ま
し
く
映

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

と

こ
ろ
が
、

ベ
ト
ナ
ム
で
は

一
八
三
三
年
、
禁
教
令

が
発
布

さ

れ
、
明
命
政
権

に
よ
る
本
格
的
な
弾
圧
が
始
ま
る
。

こ
の
年
、
西
ト

ン
キ
ン
代
牧
区
南
部

の
ゲ
ア
ン
地
方
に
お
い
て
ト
ン
キ

ン
人
司
祭

の

ピ

エ
ー
ル

・
ト
ゥ
イ

(P
ierre
T
uy
)
が
棄
教

を
拒

み
斬
首
さ
れ
た

が
、
こ
の
殉
教
に
つ
い
て
ア
ヴ

ァ
ー
ル

(H
av
ard
)
代
牧
司
教
は
次

の
よ
う
な

コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
。

一
九
世
紀

の
ト
ン
キ

ン
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

の
こ
の
勝
利

は
、
古
代

(
ロ
ー

マ
時
代
の
)
教
会
の
最
初

の
数
世
紀
の
歴
史

に
比
肩
し
う
る
も
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ

の
古
き

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が

い
ま
や
長
ら
く
醜
聞
を
も
た
ら
し
続
け

て
き
た
キ
リ
ス
ト
の
教

え
に
対
す
る
非
常
に
恥
ず
べ
き
不
信
心
を
い
わ
ば
埋
め
合
わ
せ

る
た
め
に
、
信
仰
に
基
づ
い
て
か
く
も
勇
敢
な
模
範
を
示
し
て

バ
シ
　

く

れ

る

の

は

、

こ

の

ア

ジ

ア

の
東

の
果

て
な

の

で
す

。
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明
命
政
権
に
よ
る
弾
圧
が
激
化
す
る

一
八
三
五
年
、
M
E
P
の
宣

教
活
動
は

ベ
ト
ナ
ム
各
地
で
不
自
由
な
状
態
に
陥

っ
た
が
、

マ
レ
ッ

ト
は
そ
れ
で
も

「
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
大
革
命

の
時
期
と
同
じ
状
況

バぬ
　

に
す
ぎ
ま
せ
ん
」
と
さ
え
述

べ
て
い
る
。

院
朝
に
よ
る
弾
圧

の
最
中
、
M
E
P
宣
教
師
た
ち
は
同
時
代
の
本

国
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
を
と
り
ま
く
社
会
状
況
と
ベ
ト

ナ
ム
の
そ
れ
と
を
し
ば
し
ば
比
較
し
、
後
者
の
宗
教
環
境
を
よ
り
好

意
的
な
視
点
か
ら
記
述
し
た
。

こ
う
し
た
彼
ら

の
書
簡
報
告
は
フ
ラ

ン
ス
に
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
、
活
字
媒
体

の

『信
仰
普
及
年
報
』
等

に
転
載
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
聖
職
者
と

一
般
信
者

の
目
に
広
く

ふ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ま
さ
に
同
時
代

の
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ト
ナ
ム
の

双
方
に
お
い
て
、
キ
リ

ス
ト
教

の
信
仰
活
動
を
め
ぐ
る
感
覚
の
共
有

が
図
ら
れ
た
。
と
く
に
、
反
教
権
主
義
運
動
の
波
に
さ
ら
さ
れ
た
フ

ラ
ン
ス
で
は
教
会
関
係
者
が

一
般
信
者

の
信
仰
心
を
鼓
舞
す
る
た
め

に
、

ベ
ト
ナ
ム
で
の
聖
職
者
や
信
者

の
殉
教
を
敬
慶

で
模
範
的
な
行

　ね
　

為
と
し
て
盛
ん
に
賞
賛

し
た
。

■
一

日
本
宣
教

を
め
ぐ

っ
て

e

「記
憶
」
の
再
生

二
六
聖
人
の
殉
教

(
一
五
九
七
年
)
や
元
和

の
大
殉
教

(
一
六
二

二
年
)
な
ど
日
本
宣
教
史
上

の
重
大
事
件
は
、
近
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
い
て
広
範
に
知
ら
れ
て
い
た
。

一
七
世
紀
の

日
本

で
の
キ
リ
シ
タ

ン
迫
害

の
ニ
ュ
ー
ス
が
同
時
代
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

に
直
ち
に
報
告
さ
れ
、
書
物
や
絵
画
あ
る
い
は
演
劇
な
ど
を
と
お
し

て
、
繰
り
返
し
追
体
験
が
な
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
佐
藤
吉
昭
の
調

査
に
よ
る
と
、

一
六
〇
七
年
か
ら

一
八
五
七
年
ま
で
の
二
五
〇
年
間

に
イ
エ
ズ

ス
会
学
院
の
少
年
た
ち
に
よ
っ
て
催
さ
れ
た

「日
本
殉
教

者
劇
」
は
ド
イ
ツ
語
圏
の
各
都
市
で
反
響
を
呼
び
、
上
演
回
数
は
総

ム
　
　

計
約

一
六
〇
回
に
及
ん
だ
と

い
う
。

一
七
世
紀
半
ば
に
設
立
さ
れ
、
日
本
宣
教

の
経
験
を
も
た
な
い
M

E
P
の
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
た
ち
の
精
神
に
も
、

こ
の
日
本
宣
教

の

「記
憶
」

は
例
外

な
く
刻
み
こ
ま
れ

て
い
た

と
み
ら
れ
る
。
例
え

ば
、

一
八
世
紀
末
か
ら

一
九
世
紀
初
頭
の
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
西
山
朝

(
一
七
八
八
-

一
八
〇

二
)

の
支
配

の
末
期

に
キ
リ
ス
ト
教

に
対
す

る
厳
し
い
弾
圧
が
行
わ
れ
た
が
、
各
地
に
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

M
E
P
の
宣
教
師
た
ち
は
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
に
書
き
送

っ
た
報
告

の

な
か
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
教
界
の
命
運
を
か

つ
て
の
日
本

の
そ
れ
と
し

ム　
　

ば
し
ば
重
ね
合
わ
せ
る
レ
ト
リ

ッ
ク
を
多
用

し
て
い
る
。

玩
朝

で
は
嘉
隆
末
年
に
日
本
と
の
ア
ナ

ロ
ジ
ー
が
宣
教
師
た
ち

の

書
簡
に
再
び
現
れ
は
じ
め
る
。
嘉
隆
帝
が
後
継
に
指
名
し
た
皇
太
子

(後

の
明
命
帝
)
が
、
「公
然
と
キ
リ
ス
ト
教

へ
の
敵
意
を
示
し
、
か

つ
て
キ
リ
ス
ト
教
を
根
絶
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
日
本

の
支
配
者
を

日
頃
か
ら
称
賛
し
て
い
る
」
と
の
情
報
が
複
数

の
宣
教
師
か
ら
寄
せ

IO6



ム
だ
　

ら
れ
て
い
る
。
明
命
帝

の
即
位
後
、
最
初

の
禁
教
令
が
出
さ
れ
た

一

八
三
三
年

に
、
宣
教
師

マ
ッ
ソ

ン
は
次

の
よ
う
な

コ
メ
ン
ト
を
残
し

て
い
る
。も

し
官
人
た
ち
が
王

(明
命
帝
)
の
狂
気
を
こ
の
ま
ま
助
長

し
、
神
が
そ
れ
を
な
す
が
ま
ま
に
さ
れ
る
の
で
し
た
ら
、

こ
の

ト

ン
キ
ン
の
地
に
お
い
て
日
本
で
の
歴
史
が
ふ
た
た
び
繰
り
返

ムお
　

さ
れ

る
の
を
目
に
す
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
、
日
本
宣
教
の

「記
憶
」
は
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師

に
留

ま
ら
な
か

っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
人
聖
職
者
に
も
か

つ
て
の

「記
憶
」
が

刷
り
込
ま
れ
て
お
り
、
す
で
に
通
念
化
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え

る
。

ベ
ト
ナ
ム
人

の
キ
リ
ス
ト
者
を
代
表
し
て
作
成
さ
れ
た
、
司
祭

リ
.1

(L
ink
)
に
よ
る
信
仰
普
及
協
会
宛

の
以
下
の
書
簡

(
一
八
三

六
年
二
月
)
を
み
て
み
よ
う
。

キ
リ
ス
ト
の
教
え
が
、
日
本

の
よ
う
に
奪
い
取
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
つ
い
て
、
私
た
ち

は
非
常
に
恐
れ
て
お
り
ま
す
。
い

ま
は
ま
る
で
難
破
船

の
船
乗
り
の
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。
あ
な

た
方

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
わ
が
兄
弟
た
ち
よ
、
ど
う
ぞ
こ

ム
が
　

の
遭

難
か
ら
わ
れ
わ
れ
を
お
救
い
く
だ
さ
い

一
七
世
紀
に
お
け
る
日
本
宣
教

の
挫
折

の
記
憶
は
そ
の
後

の
西
欧

カ
ト
リ

ッ
ク
世
界
全
体
が
抱
え
る

「ト
ラ
ウ

マ
」
と
な

っ
て
い
た
。

バ
お
　

そ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
に
と
ど
ま
ら
ず
、

現
地

の
ベ
ト
ナ
ム
人
聖
職
者
に
も
負

の
表
象
と
し
て
機
能
し
続

け

た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
極
東
宣
教
事
業
に
お
い
て
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の

時
空
間
は
ま
さ
に
連
続
し
て
い
る
。

〔
日

日
本
宣
教
の
再
開
に
向
け
て

日
本
で
の
宣
教
再
開
は
、
西
欧
カ
ト
リ

ッ
ク

の
「悲
願
」
で
あ

っ
た
。

と
き
は

一
八
世
紀
末
、

ベ
ト
ナ
ム
中
部

の

コ
ー
チ
シ
ナ
で
は
、
あ

る
風
聞
が
広
ま

っ
て
い
た
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
が
三
〇
年
間
不

在
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
が
信
仰
を
保

ち
続
け
て
い
た
地
域
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

こ
れ
を
耳
に
し
た

ト

ン
キ
ン
の
ル

・
ブ
ル
ト
,!

(L
eb
reto
n
)

は
過
去
に
弾
圧
を
経
た

日
本
で
も
何
ら
か
の
痕
跡
が
残

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し

た
。

一
七
八
四
年
、
彼
は
さ

っ
そ
く
、

マ
カ

オ
管
財
所

の
デ
ク
ー

ヴ
ィ

エ
ー
ル

(D
escou
rv
ieres)
に
書
簡
を
送

り
、
自
ら
の
構
想
を

以
下

の
よ
う
に
開
陳
し
た
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・
ザ
ビ

エ
ル
の
書
簡

か
ら
判
断
し
ま
す
と
、

日
本
人
と
は
コ
ー
チ
シ
ナ
人
よ
り
も
信

念
が
さ
ら
に
強
固
な
人

た
ち
で
す
。
(中
略
)
か

つ
て
、
あ
ん
な

に
も
多
く
の
殉
教
者

が
日
本
に
い
た
こ
と
が
本
当

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
で
の
宣

教
が

い
つ
の
日
か
や
が
て
復
活
し
、
キ

リ
ス
ト
教
徒
が
い
ま
な

お
存
在
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
、
至
極
当
然
の
こ
と
で
は

ハ
　
　

な
い
で
し
ょ
う
か
。

続
け
て
、
彼
は
東

シ
ナ
海
沿
岸

の
海
域

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通

じ

て
、
福
建
や
北
京
な
ど
の
出
身
者
の
な
か
で
、
日
本
で
商
売
を
し
て

い
る
中
国
人
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
地
方
で
情
報
収
集
を
し
て
い
る

ペ トナ ム宣教 にみ るパ リ外国宣教会宣教 師の心性 につ いてIOC



宣
教
師
た
ち
が
、
日
本
に

つ
い
て
何
ら
か
の
発
見
を
な
し
う
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。
す
べ
て
の
可
能
な
か
ぎ
り
の
調
査
が
な
さ
れ

る
よ
う
、

デ
ク
ー
ヴ
ィ
エ
ー
ル
に
依
頼
し
た
あ
と
で
、
次

の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

中
国
人
は
お
金

の
た
め
で
し
た
ら
何
事
も
辞
し
ま
せ
ん
。
日

本
を

よ
く
知

っ
て
い
る
中
国
人
の
商
人
に
十
分
な
見
返
り
を
約

束
す

れ
ば
、
お
そ
ら
く
日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
家
族
を
見

つ
け
出
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
家
族

の
な

か
か
ら
何
人
か
日
本
人
の
青
年
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す

な
ら
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
も
し
、
日
本

で
キ
リ

ス
ト
教

の
痕
跡
を

み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
な
ら
ば
、

ロ
ー

マ
教
皇
庁
と
全
て
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と

っ
て
こ
の
う
え

ム
れ
　

な
く
喜
ば
し
い
発
見
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
り

ル

・
ブ

ル
ト

ン
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後

ベ
ト
ナ
ム
に
到
来

し
た
M
E

P
の
宣
教
師
た
ち
も
日
本
に
つ
い
て
の
情
報
を
絶
え
ず
求

め

つ
づ
け

た
。

一
九
世
紀
に
入
る
と
そ
の
動
き
は
さ
ら
に
活
発
化

ム　
　

す
る
。

一
八
三
八
年
、

バ
チ
カ
ン
の
布
教
聖
省
の
決
定
を
受
け
て
、

日
本
宣
教

の
管
轄
権

は
正
式
に
M
E
P
に
委
ね
ら
れ
、
日
本
再
布
教

バ
　
　

に
向
け
て
の
取
り
組

み
は
い
よ
い
よ
現
実
の
も
の
と
な

っ
た
。

む
す
び
に
か
え
て

近
代
日
本

で
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
帰
正
に
努
め
、
カ
ト
リ

ッ
ク
教

会

の
基
礎
を
築

い
た

の
が
M
E
P

で
あ

っ
た

こ
と
は
よ
く
知
ら

　む
　

れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
活
動
が
フ
ラ
ン
ス
か

ら
東
南

ア
ジ
ア

・
東

ア

ジ
ア
世
界
全
域
に
及
ぶ
広
大
な
時
空
間
を
背
景
と
し
、
と
り
わ
け
、

ベ
ト
ナ
ム
で
の
宣
教
事
業
が
精
神
面
に
お
け

る
橋
頭
墾

に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
従
来
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
こ
な
か

っ
た
。

近

い
将
来

に
予
測
さ
れ
る
日
本
再
布
教

に
向
け
、
宣
教
団
と
し
て

の
優
越
性
や
正
統
性
を
主
張
す
る
う
え
で
も
、
あ
る
い
は
反
教
権
主

義
下

の
苦
境

に
お
か
れ
た
母
国

フ
ラ
ン
ス
の
信
者
た
ち
の
信
仰
心
を

鼓
舞
す
る
た
め
に
も
、
M
E
P
に
と

っ
て
目
下
の
ベ
ト
ナ
ム
宣
教
事

業
は
停
滞
や
撤
退
が
許
さ
れ
な
か

っ
た
。

一
八
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
に
か
け
て
、

ベ
ト
ナ
ム
で
の
宣
教
活
動

に
従
事
し
た
M
E
P
の
宣
教
師
た
ち
の
精
神

に
は
フ
ラ
ン
ス
と
日
本

に
お
け
る

「記
憶
」
が
つ
ね
に
去
来
し
続
け
た
。
本
稿
で
は
彼
ら
の

書
簡
に
み
ら
れ
る
言
説
の
分
析
か
ら
こ
の
こ
と
を
裏
づ
け
た
。

近
年
、

い
わ
ゆ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
展
開
を
う
け
て
、

ムれ

　

各
地
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
史
も
新
た
な
研
究
段
階
に
入

っ
た
。

こ
れ

ま
で
の
分
析
枠
組
み
を
規
定
す
る
国
家
や
、
宗
派
、
デ
イ
シ
プ
リ
ン

等

の
違

い
に
よ
る

「断
絶
」
を
乗

り
越

え

て
、

「接
続
」
や

「交

流
」
と
い
っ
た
領
域
横
断
的
な
研
究
視
角

に
立

つ
こ
と
の
重
要
性
が

あ
ら
た
め
て
説
か
れ
て
い
る
。

今
後
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
宣
教
師
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
地
の
ベ
ト

ナ
ム
人
聖
職
者

・
知
識
人

・
一
般
民
衆

(キ
リ
ス
ト
教
徒

・
非
キ
リ

ス
ト
教
徒
)
の
心
性
を
総
合
的
に
考
察
す
る

こ
と
を
と
お
し
て
、
地

IOg



域
社
会
と
外
部
世
界
と
の
問
で
双
方
向
的
な
影
響
が
認
め
ら
れ
る
宗

教
思
想

の
還
流
状
況
を
動
態
的
に
解
明
し
て
ゆ
き
た
い
。

注〈
1
>

本
稿

で

は

「
キ
リ

ス
ト

教
」

を

「カ
ト

リ

ッ
ク
」

と
同
義

で
用

い
る
。

ベ
ト
ナ

ム

に

お

い
て
キ

リ

ス
ト
教

徒

の
圧
倒

的
多

数

は
カ

ト

リ

ッ
ク

で
あ
り

、

一
六

世
紀

か

ら

つ
づ

く
布
教

の
伝

統

が
あ

る
。
プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト

諸
派

が

ベ
ト
ナ

ム
に
到
来

し

た

の
は

二
〇

世
紀

初
頭

で
、
信

者
数

は
カ

ト

リ

ッ
ク

の
十

分

の

一
ほ
ど

で
あ

る
。

し

か
し

、

近
年

は
中
南

部

の
少

数

民
族

居
住

地
域

や
都
市

部

で
布
教

活
動

を
活

発
化

さ

せ

て

い
る
。

〈
2
>

六
百

～
七

百

万
人

に
上

る
と
み
ら

れ

る
。

な

お
、

ベ
ト

ナ

ム

で

信
者

数

が
最

も
多

い
宗

教

は
仏
教

で
あ

り
、
全

人

口

の
八
割

を
超

え

る
。

大
乗

仏
教

が

主
流

で
、
紀
元
前

か
ら

一
〇
世
紀

に
か
け

て
ベ
ト

ナ

ム
が
中

国
諸

王

朝

の
支

配
を
受

け
た

「北

属
期

」

の
時

代

に
中

国

経
由

で
伝

わ

っ
た

も

の

で
あ

る
。

こ
の
点

で
、
上
座

仏
教

が
多

数

を

占

め

る
他

の
イ

ン
ド

シ

ナ
半
島
諸

国
と

は
異

な

る
。

ま

た
、
儒

教

や

道
教

系

の
神

々
も

民
間

信

仰

の
な
か

に
生
き

て

お
り
、
精

霊

崇
拝

な

ど

の
ア

ニ
ミ
ズ

ム
も
確

認

さ
れ

る
。

そ

の
ほ
か
、
南

部

で
は
教
団

宗

教

と
し

て

カ
オ
ダ

イ
教

や

ホ
ァ

ハ
オ
教

の
存

在

が
よ
く

知

ら
れ

る
。

〈
3
>

少
数

民

族

の
居

住

す

る
山
岳

部

へ
の
宣

教
活

動
も

フ
ラ

ン

ス
植

民
地
権

力

の
浸
透

と

軌

を

一
に
し

て
お
り
、

一
九

世
紀
末

か
ら

二
〇

世

紀
初

頭

に
か

け

て
本
格

化
し

た
。

〈
4
>

『
世
界

キ

リ

ス
ト
教

百

科
事

典

』
教

文
館

、

一
九

八

六
年

、

七

八
〇
頁

。

〈
5
>

こ
れ

に
抗
議

し
、

一
九

六

三
年

サ
イ

ゴ

ン
の
路
上

で
焼
身

自

殺

を
遂
げ

た

の
が
仏

僧

テ

ィ

ッ
ク

・
ク

ア

ン

・
ド

ゥ

ッ
ク

で
あ

る
。

そ

の
衝
撃

的

な
映
像

は
世
界

に
配
信

さ

れ
、

ジ

ェ
ム
政
権

崩
壊

の
き

っ

か
け

と
な

っ
た
。

〈
6
>

こ
の
頃

、

い
わ

ゆ

る
ボ

ー
ト

ピ
ー
プ

ル
と

し

て
北

米
、
豪

州

、

フ
ラ

ン
ス
、

日
本

な

ど

に
移
住

し
た

政
治

難
民

の
な

か

に
は
キ

リ

ス

ト
教
徒

が
比
較
的

多

い
。

〈
7
>

こ

の
年

、

ベ
ト

ナ

ム
を

代
表

す

る
歴
史

研
究

誌

で
あ

る

『
日
ゼ

ch
i
N
g
h
ie
n
c
u
u
L
ich
su
b
(歴
史

学

研
究

)
は
列

聖
問
題

に

つ
い

て
特

集

を
組

ん

で
い
る
。

詳
細

は
今

井

昭
夫

「社
会

主
義

ベ
ト

ナ

ム
と

カ

ト

リ

ッ
ク
」
(
田
中
忠

治
先

生

退
官
記

念
論

文
集

刊
行

委
員

会

『
地
域

学

を
求

め

て

田
中
忠

治
先

生

退
官

記
念
論

文
集

』

田
中
忠

治
先

生

退
官
記

念
論

文
集

刊
行

委

員
会

、
一
九

九

四
年
)
を
参

照

の
こ
と
。

〈
8
>

関
連

す

る
拙
稿

の
主

な

も

の

に
、

「
パ

リ
外

国

宣

教
会

西

ト

ン

キ

ン
代
牧

区

に

お
け

る
布

教

言
語

」

(
『
こ
と
ば
と

社
会

』
九
号

、

三

元
社

、

二
〇

〇
五
年

)
、

「
パ
リ
外

国
宣

教
会

の
ベ
ト

ナ
ム
宣
教

と

カ

テ
キ

ス
タ

一
八
世

紀
末

か

ら

一
九

世
紀

前
半

に
お
け

る
ト

ン
キ

ン
の
キ
リ

ス
ト
教

社
会

」

(
『
東
南

ア
ジ

ア

歴

史

と
文
化

』

三
五

号

、
山

川
出

版
社

、

二
〇
〇

六
年

)

が
あ

る
。

〈
9
>

例

え
ば

、

同
時

期

に

M

E

P

に

よ

る
宣

教

が
始

ま

っ
た

タ

イ

(
シ
ャ

ム
)

と
比

較

す

る
と

、

そ

の
違

い
は
顕
著

で
あ

る

(
一
七

世

紀

か

ら

一
八
世
紀

に
か
け

て

の
M

E
P

の
ト

ン
キ

ン
と

シ

ャ
ム
に

お

け

る
宣

教

活

動

を

扱

う

フ

ォ

レ

ス

ト

≧

2
。昌
ぎ

噌。
°・醇
の
著

作

卜
象

m
issio
n
n
a
iresf
ra
n
Fa
is
a
u
T
on
k
in
et
a
u
S
ia
m
,
X
Y
IIe‐
X
V
III
e
siecles:

Iog-一 ベ トナム宣教にみ るパ リ外 国宣 教会宣教師の心性 について



lln
a
ly
se
com
p
a
ree
d
'u
n
rela
tif
succes
et
d
'u
n
to
ta
l
ech
ec,
L
iv
re
s
I‐
III,

P
a
ris
,
L
'H
a
rm
a
tt
an

,
1
9
9
°。
を

参

照

の

こ

と

)
。

ベ
ト

ナ

ム

で

は

キ

リ

ス

ト

教

徒

が

全

人

口

比

の

一
割

と

は

い
え

、

宣

教

事

業

は

周

辺

諸

地

域

に

く

ら

べ

て
相

対

的

に
成

功

し

た

と

い

え

る
。

今

日

の

タ

イ

、

そ

し

て

日

本

に

お

い
て

キ

リ

ス

ト
教

徒

は

全

人

口

比

の

一
パ

ー

セ

ン

ト

に

満

た

な

い

。

〈
10

>

例

え

ば

、

一
六

～

一
七

世

紀

の

イ

エ
ズ

ス
会

と

ポ

ル

ト

ガ

ル
、

ド

ミ

ニ

コ
会

と

ス

ペ
イ

ン

の
関

係

は
宣

教

団

体

の
宗

教

的

利

害

と

国

家

の

商

業

的

利

害

が

一
致

す

る
典

型

的

な

ケ

ー

ス

で

あ

る

。

〈
H

>

し

た

が

っ

て

、

一
般

に

唯

物

史

観

や

反

植

民

地

主

義

に
立

つ
研

究

者

は

M

E

P

が

フ

ラ

ン

ス
植

民

地

主

義

の
先

兵

と

し

て

の
役

割

を

担

っ
た

と

の

見

解

を

示

す

。

代

表

的

な

も

の
と

し

N

、

N
g
u
y
en
V
a
n

K
ie
m
,
S
u
D
u
n
hap
cu
a
D
a
o
T
h
ien
C
h
u
a
G
ia
o
v
a
o
V
iet
N
a
m

to
T
h
e

ky
X

V
II
d
en
T
h
e
ky
X
IX
,
H

an
o
i
2
0
0
1
,T
u
c
k
J
.
N

°
P
atric
k
,
F
ren
ch

C
a
th
o
lic
M

iss
ion
a
ries
a
n
d
th
e
P
olitics
of
I
m
p
eria
lism

in

V
ietn
a
m
,

1
8
5
7-
1
9
1
4
:
　4
D
o
cu
m
e
n
ta
ry

S
u
rv
ey
,
L
iv
e
rp
o
o
l
U
n
iv
e
rsity

P
re
ss,

L
iv
e
rp
o
o
1,
1
9
8
7
.

〈
12

>

「
代

牧

」

に

つ

い

て

は

川

村

信

三

に

よ

る

以

下

の
説

明

が

詳

し

い

。

「
元

来

教

皇

特

使

の
資

格

で

、

教

皇

の
代

理

と

し

て

の

特

権

を

持

つ
役

務

で
あ

っ
た

が

、
一
七

世

紀

以

後

、
教

区

司

牧

の
裁

知

権

が

十

分

に

浸

透

し

な

か

っ
た

キ

リ

ス

ト

教

地

域

ま

た

は

、

布

教

保

護

権

を

持

つ

キ

リ

ス

ト

教

諸

国

が

、
教

会

に
十

分

な

保

護

を

与

え

な

か

っ
た

地

域

(
イ

ン

ド

や

中

国

)
に

代

牧

区

を

設

置

し

、

そ

の
教

会

責

任

者

を

代

牧

と

し

て

教

皇

庁

よ

り

任

命

し

た

。

代

牧

は

通

常

、
各

教

区

の

司

教

と

ほ
ぼ

同

等

の
権

能

を

与

え

ら

れ

、

教

皇

庁

の
布

教

聖

省

の
管

轄

下

に
お

か
れ

た
」
(
『
キ

リ

ス
ト
教
辞

典
』
岩
波
書

店

、
二
〇

〇

二
年
)
。

〈
13
>

紅

河

を

は

さ

ん

で
、

西

側

に

M

B

P

の
西

ト

ン
キ

ン
代

牧

区

が
、
東

側

に

ド

ミ

ニ

コ
会

管
轄

の
東

ト

ン
キ

ン
代
牧

区

が
あ

っ
た
。

以

下
、

M

E

P
資

料

に

つ
い

て
は
簿

冊

番

号

を

A
M
E

(A
rch
iv
e
s

d
es
M

issio
n
s
E
tra
n
g
e
res
)
、
頁

(fo
li
o
)
数

を

飴

で
表

す
。

〈
14
>

坪
井

善
明

「ヴ

ェ
ト
ナ

ム

に
お
け

る
宣

教
師

の
役

割
i

神

話

化

と

歴

史

研

究

」

『
社

会

科

学

ジ

ャ
ー

ナ

ル
』

二
五

、

一
九

八

七

年
。
同

『近
代
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
政
治
社
会
史
ー

院
朝
嗣
徳
帝
統
治
下

の

ヴ

ェ

ト

ナ

ム

一
八

四

七

-

一
八

八

三

』

東

京

大

学

出

版

会

、

一

九

九

一
年

、

二

六

-

五

〇

頁

。

〈
15

>

N

o
la

C

o
o
k
e
,

"
E
a
r
l
y

N

in
e
t
e
e
n
t
h
-
c
e
n
tu
ry

V
ie
t
n
a
m

e
se

C
a
t
h
o
li
c
s
a
n
d

O

t
h
e
r
s
in

th
e

P
a
g
e
s
o
f
t
h
e
A
n
n
a
le
s
d
e

la
P
ro
p
a
-

g
a
t
io
n

d
e
la
F
o
i
,"
,j
o
u
r
n
a
l
of

S
o
u
th
e
a
st
l
4
s
ia
n

S
t
u
d
ie
s
3
5
,
S
in
g
a
p
o
r
e
,

2
0
0
4
.

〈
16

>

坪

井
、

前
掲

書
、

三

八

-
三
九
頁

。

〈
17

>

「信

仰

普

及
協

会

」

は

一
八

二

二
年

に
リ

ヨ

ン
で
創

立

さ

れ

た

フ
ラ

ン
ス

・
カ
ト

リ

ッ
ク

の
海
外

宣
教

を
支
援

す

る
民
間

団
体

で
あ

る
。

同
団

体

と

M
E

P

の

ベ
ト

ナ

ム
宣

教

の
関

連

に

つ
い

て

は
、

ク

ッ
ク

の
前
掲

論
文

お
よ
び

、
拙
稿

「
パ
リ
外

国
宣

教
会

の

ベ
ト

ナ

ム
宣
教
と
殉
教
主
義
の
高
揚
ー

一
九
世
紀
前
半
、
西
ト
ン
キ
ン
代

牧
区

を
中

心

に
」

『
L

A
C

ワ
ー

ク

シ

ョ
ッ
プ
論

文
集

共

同
体

を
考

え

る
』

一
号
、

日
本

学
術

振

興
会
人

文

・
社
会
科

学
振

興

の
た

め

の

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研
究

事
業

V

1
3

「文
学

・
芸
術

の
社

会
的

媒

介
機

能
」

文
学

・
芸

術

の
社
会

的
統

合
機
能

の
研
究

L
iter
atu
re
,
A
rt

an
d

C
o
m
m
u
n
ity
、

二
〇
〇
七

年

を
参

照

の
こ
と
。

IIO
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宣

教

師

ボ

リ

ー

捕

縛

さ

れ
た
。

(M

a
sso
n
)

者

に
裏
切

ら

れ
た

よ
う

に
、

な

か

っ
た

」

て

い
る
。

こ
れ

は
日

本

の
キ
リ

ス
ト
教

布
教

に
も
共
通

し

て
み
ら

れ
る
。
中

世

日
本
文

学

(
キ
リ

シ
タ

ン
文

学
)

研
究

の
米

井

力
也

は
、
布

教

の

初

期
か

ら
迫

害

の
激
化

す

る
後

期

に

い
た

る
ま

で
宣

教

師

の
言
説

に

は

一
貫

し
た

特
徴

が
み

ら
れ

る

と
し
、

「権

力

者

の
弾

圧

の
兆

候

が

す

こ
し

で
も

み
ら
れ

た
ら
、
自

分

た
ち

を
取

り
巻

く
環

境

を
初

代

教

会

あ

る

い
は
古
代

ロ
ー

マ
帝

国
大
迫

害
時

代

に
な

ぞ

ら
え

る
」

と
指

摘

す

る
。

ま

た
、

「迫
害

を
予

期

し
た
宣

教

師

は
、

か

つ
て
同

じ
よ

う

に
迫

害

を
受

け
た
十

二
使
徒

や
殉

教
者

た

ち

の
姿

を
思

い
浮

か

べ

な
が

ら
殉
教

の
覚
悟

を
固

め
る
と

同
時

に
、
信

徒

に
む
か

っ
て
聖

人

伝

を
語

り

聞

か
せ

る

こ
と

に
よ

っ
て
殉
教

の
意
義

を
説

い
た
」

と
述

べ
る

(
米

井

力

也

『
キ

リ

シ

タ

ン

の
文

学

殉

教

を
う

な

が

す

声
』
平

凡

社
、

一
九

九
八
年

、
三

八

⊥

二
九

頁
)
。

〈
N
J

A
M

E

7
0
1
fo
4
1
°
訳
文
中

の
括

弧
内

は
筆
者

が
補

っ
た
。

以
下

信

仰

普

及

協

会

の

機

関

誌

で

あ

る
。

以

下

で

は

A

P

F

と

略

巻

号

T

(T
o
m
e
)

と

頁

数

を

示

す

。

原

文

で

は

th
e
atr
ica
li
ty
.

原

文

で

は

th
e
v
a
st
sep
a
ratio
n
in
tim
e
an
d
sp
a
ce
.

C
o
o
k
e
,
o
p
.c
it.,p
p
.2
7
0
-
2
7
1
.

例

え

ば

、

一
八

三

八

年

七

月

三

一
日

、

西

ト

ン
キ

ン
代

牧

区

の

(B
o
rie
)

は

避

難

先

で

の
信

者

の
裏

切

り

に

よ

り

こ

の

知

ら

せ

を

受

け

た

ボ

リ

ー

の

同

僚

、

マ

ッ

ソ

ン

は

「
彼

の

神

聖

な

る

主

(イ

エ

ス

)

が

信

頼

し

て

い

た

彼

も

ま

た

苦

杯

を

な

め

な

く

て

は

な

ら

CA
M

E

6
9
6
fo
1
4
3
-
1
4
4
)

と

M

E

P

本

部

へ
報

告

し

同

様
。

〈
24
>

谷

川
稔

『十

字
架

と

三
色
旗

ス
』
山

川
出

版
社

、

一
九
九

七
年

。

ム
29
V

ム ム ム ム
28272625
VVVV

も
う

ひ
と

つ
の
近

代

フ
ラ

ン

義

の
高

揚

」

(
°
>

○
〇

四
年

、

C
　
>

を

た
ど

る

こ
と
と

な

る
で
し

ょ
う
」
(A
M

E
6
9
3
fo
1
3
2
-
1
3
3
)
、

し
、

に
勝

利
す

れ
ば

、

よ

う

に
な

っ
て
し

ま
う

で

し

ょ
う
J
(A
M

E
7
0
1
fo
4
5
0
)

〈
32
>に

人

々
に
十
字

架

を
踏

ま

せ
る
な

ど
、

り

だ
と
断

言

し

て

い
る
そ

う

で
す

」

が

日
本

を
見

習

っ
て

ベ
ト

ナ

ム
で
禁

教
政

策

を
と

る

つ
も
り

だ
と

す

る
同

内

容

の
報

告

は
他

に

〉
竃
国

$
斜
ぴ

旨

。。
、

　II
fo
3
5
°。
、

同

ぴ

轟
N
O
、
A
M

E

7
0
1
fo
°。
°。
轟
に

み

ら

れ

る
。

ち

な

み

に
、

ロ

ン
ジ

ェ

(L
o
n
g
e
r)

司
教

は

「新

聞

も

な

い

こ
の
土

地

で
明
命

帝

が

い

か

に

し

て
日
本

の
事
情

を

知
り

え
た

の
か

は
わ

か
り

ま
せ

ん
」

と

コ
メ

ン

ト
を

残

し

N

a
K
a

(A
M

E

7
0
1
fo
9
1
8
)
°

日
本

の
キ

リ

ス
ト
教

禁

A
P
F
T
l
p
.
3
8
°

A
P
F
T
5
p
.
3
4
9
°

A
P
F
T
7
p
p
.4
5
3
-
4
5
4
.

A
M
E
6
9
5
fo
3
4
9
°

前

掲

拙

稿
、

「
パ
リ
外

国

宣
教

会

の
ベ
ト

ナ

ム
宣

教

と
殉

教

主

=

二
四
1

=

二
五
頁

。

佐

藤
吉

昭

『
キ
リ

ス
ト
教

に
お

け

る
殉

教
研

究
』

創
文

社

、

二

三
八
頁

。

「も

し
、
神

の
こ

慈
悲

が
な

け
れ

ば
、
日
本

の
教

界
と

同

じ
運

命「も

こ
の

(西

山

の
)
反

乱
者

た
ち

が
院
福

映

(後

の
院
朝
嘉

隆

帝
)

こ
の
王
国

に
お
け

る

キ
リ

ス
ト
教

は
日
本

と

同

じ

な

ど
。

「後

継

者

に
選

ば

れ

た
王

子

は
政
権

の
頂
点

に
立

っ
た
ら

す

ぐ

日
本

の
皇
帝

を
見

習

う

つ
も

(A
M

E
6
9
4
fo
3
1
3
)
°

明
命
帝

ベ トナム宣教にみるパ リ外国宣教会宣教師の心性についてIII



教
政

策

に
関
す

る
院

朝

の
情
報

収
集

に

つ

い
て
は
未

だ
詳
細

は
不

明

で
あ

る
が
、
松
本
信

広

は
両

国
間

の
漂

流
民

が

も
た

ら
し

た
可
能
性

を
指

摘
す

る

(松
本

信
広

『
ベ
ト

ナ

ム
民
族

小
史

』
岩

波
書
店

、

一

九

九

三
年

、

一
六

ニ

ー

一
六

三
頁

)
。

〈
3M
)

A
M
E
6
9
5
fo
1
2
°。
°
マ
ッ
ソ

ン
は

そ

の
後
、

一
八

三
九
年

の
書

簡

に

お

い
て
も
前

年

の
大

弾
圧

を

受

け

て
、

「状

況

に
変
化

が
な

け

れ
ば

ト

ン
キ

ン
は
も
う

ひ
と

つ
の
日
本

と

な

っ
て
し

ま

い
ま

す
」

と

述

'C
N

a
る

(A
M

E

6
9
6
fo
8
0
5
)
°

ま

た

、

マ
レ

ッ
ト

も

一
八

三

三
年

、

「
王

は
何
を

し

た

い
の

で
し

ょ
う

か
。

天
地

を

司

る
神

に
対

し

て
は
無
力

な

の
で
す

か
ら
先

達

を
見

習

っ
て
、

キ

リ

ス
ト
教

徒

を

そ

っ
と
し

て
お
く

べ
き

で
す
。

ど

う
し

て
も

弾
圧

を

し
た

い
と

い
う

の

で
し

ょ
う
か
。

し
か

し
、
断

じ

て
日

本

の
よ

う
に

キ
リ

ス
ト

の
名

を

消

し
去
ら

せ

は
し
ま

せ
ん

」
と

の
決

意

を
表

明
し

て

い
る

(≧
≦
国

6
9
5
f
o
1
4
4
)
°

〈
34

>

A
M

E
6
9
5
fo
4
°。
P

〈
35
>

西

ト

ン
キ

ン
代

牧

区

に
隣

接

す

る
M

E
P

コ
ー

チ

シ
ナ
代

牧
区

の
宣

教
師

た

ち
も
、

明

命
帝

に
よ

る
キ

リ

ス
ト
教

弾
圧

を
日
本

と

の

ア

ナ

ロ
ジ
ー

N
と

ら

え

N
お

り

(A
P
F
T
7
p
.
5
4
1
,
p
.
5
8
7
,
A
M

E

6
9
6
fo
5
4
2
ほ
か

同

じ
内

容

の
も

の
多

数

)
、

当

時

ベ

ト
ナ

ム
在

住

の
M

E
P
宣
教
師

全

体

に

「
日
本

の

二

の
舞

」

に
な

る

こ
と

へ
の
危

機
感

が
漂

っ
て

い
た

こ
と

が
わ
か

る
。

〈
36
>

A
M

E
7
0
0
fo
1
1
8
9
-
1
1
9
ρ

〈
37
>

I
b
id
.

〈
38
>

例

え
ば

、

ガ

ジ

ュ
ラ

ン
(O
薗
σq
oぎ

)
は

フ

ラ

ン

ス
か

ら
極

東

宣

教

に
派
遣

さ
れ

た
際

に
、
寄
港

地

の
イ

ン
ド
ネ

シ
ア

で
、
現

地
在
住

の

オ
ラ

ン
ダ

人
か

ら
日
本

に

つ
い
て

の
情
報

を

積
極

的

に
引

き
出

し

て

い
る

(L
ettres
E
d
　
a
ntes
et
C
u
rieu
ses
T
o
m
e
8
,
1
8
19
,p
p
.
3
4
3
-
3
4
4
)
°

〈
39

>

一
八

四

二
年

、

マ
カ

オ

の
管

財
所

で
は
日
本

人
漂

流
者

の
六

人

に
対

し

て
宗

教
教

育

が
施
さ

れ
、

日
本
宣

教

の
先
導

役

と

し
て

の
役

割

が
期

待

さ

れ
た

が

(A
M

E
3
0
4
f
9
刈
い
ひ
)
、

翌
年

う
ち

一
名

が
病

死
、

二
名

が
香
港

に
逃

亡
し

N

い
る

(A
M

E
3
0
4
fo
8
4
6
)
°

〈
40
>

一
八
五

八
年

に
日
仏

修
好

条
約

が
調

印

さ
れ
、

居
留

地

で

の
信

教

の
自

由

が
認

め
ら

れ

た
。

六

二
年
、

M

E

P
宣

教

師

ジ

ラ

ー

ル

(G
iraz
d
)

が
横

浜

で
教

会

を
建

設

し
、

翌
年

に

は
長

崎

に

フ

ユ
ー

レ

(F
u
ret)

と
プ

チ
ジ

ャ
ン

(零
ユ
α
。
§
)

が
到

着

、
大

浦

に

天
主

堂

が
完
成

し

た
。
六

五
年

三
月

一
七

日
、

一
五
名

ほ
ど

の
男
女

が
見

物

に
訪

れ
、

う
ち

一
人

が
プ

チ

ジ

ャ

ン
に

「サ

ン
タ

・
マ
リ

ア

の
御

像

は
ど

こ
か
」

と
尋

ね
、

キ
リ

ス
ト
教

の
信

者

で
あ

る

こ
と
を
告

白

し
た

。

日
本

で

の
こ

の
キ
リ

ス
ト
教
徒

の

「発
見

」

は
即
座

に

フ
ラ

ン
ス
に
伝

え
ら

れ
、

西
欧

カ
ト

リ

ッ
ク
世
界

に
大

き

な
反
響

を

も
た

ら
し

た

(五
野

井
隆
史

『
日
本

キ
リ

ス
ト
教
史

』

吉

川
弘
文

館
、

一

九

九

〇
年

、

二
四
八

-

二
四
九
頁

)
。

〈
41
>

セ

ル

ジ

ュ

・
グ

リ

ュ
ジ

ン

ス

キ

(S
e
rg
e
G
ru
z
in
sk
i)

ら

に

よ

っ
て
提

示
さ

れ
た

「接

続

さ
れ

た
歴
史

」

と

い
う
観

点

に
触

発

さ

れ
、
宣

教
史

を

グ

ロ
ー
バ

ル
ヒ

ス
ト
リ

ー
と

し

て
と
ら

え
、
従

来

の

一
国
史

的

な
分
析

枠
組

み
を
乗

り
越

え

る
試

み
が
内

外

の
研
究

者

の

間

で
進

ん

で

い
る

(
セ
ル
ジ

ュ

・
グ

リ

ュ
ジ

ン
ス
キ
著
、

竹
下

和
亮

訳

「
カ

ト
リ

ッ
ク
王

国
ー

接
続

さ
れ

た
歴

史

と
世

界
」

『
思

想

』

九

三
七

号
、
岩

波
書
店

、
二
〇

〇

二
年
五

月
、
七

一
-

一
二

二
頁
)
。

日
本

で
は
川

村
信

三
上
智

大
学
准

教
授

ら

の
研
究

が

注
目

さ

れ

る
。
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